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構内の除草や周辺道路のゴミ拾いなどを
行いました。
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�í�ò日由布市、�î�ð日杵築市にて小学生を対象に、
再生可能エネルギーについての学習会や、
ソーラーカー工作教室を行いました。
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周辺道路のゴミ拾いを実施しました。
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大分市内にて夏休みの子供たちを対象に
行いました。
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別府市の子供たちを高崎工場に招いて、工場
内や太陽光発電施設の見学を行いました。
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構内の除草を行いました。
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周辺道路のゴミ拾いを実施しました。
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東京で開催された第38回工場緑化
推進全国大会に参加。新本社工場
が「全国みどりの工場大賞 日本緑
化センター会長奨励賞」の表彰を
受けました。



想いMESSAGE
品質保証部 部長
出口健治

現在コロナ問題が全世界の共通の課題で対
応の真っ只中にいます。コロナ対策のニーズ
が高まる傍ら、終息後の予防の観点で定常的、
恒久的なコロナリスク対応が共通認識として
必要不可欠です。

また一方では深刻な資金繰り問題でコロナ
倒産やコロナを起因として社会的問題も勃発
しています。

早期終息を願いつつ、経営環境的に厳しい
第５次中期事業計画のスタート年度となりま
した。

話は変わりますが、23時59分58秒という時
刻を聞いたことがありますか？

これは、宇宙から地球が誕生した時刻を00
時00分として、現在の時刻を24時とすると、
人類の誕生は僅か２秒前に誕生したという時
刻になります。僅か２秒の間に資源の枯渇と
いう大問題が生じていることを認識する必要
があります。

恐竜の登場が23時00分で23時40分に絶滅し
たことを考えると大袈裟かも知れませんが、
恐竜時代より遥か短時間で資源を枯渇させて、
人類が生き残れない、未来への希望の灯りを
消してしまうリスクに直面させてしまったと
言っても過言ではないかと思います。

弊社の原単位（電気量/売上）は年毎に改善
傾向にありますが、他方、紙使用量の絶対値
やPRTR対象取扱量等は売上増に伴い増えて
いるのが実際です。この絶対値の改善こそが
今、弊社に求められている課題として取組ま
なければならないと考えます。

今年度、環境と品質ISOの統合検討期間と
して、現在の活動や指標について見直し、踏
襲部分や上記課題対応部分について検討を進
めたいと考えています。

社長方針に基づき、『原点回帰』のスローガ
ンの下、裏の競争力に重視した対応期待に応
える必要があり、勿論ビジネス部門以外でも
取組みが必要です。

そのひとつとして環境活動の取組みでは
SDGs活動目標のひとつの「つくる責任」を
ベースに17の目標に対して真摯な対応が必要
です。エネルギー他資源の社会的問題に持続
可能な状態、持続的成長に繋げる活動を大き
な柱として取組むよう社長方針があります。

冒頭のコロナ対策のような予防の視点、維
持継続に着目する重要性が益々問われていま
す。即ち環境活動に於いてもBCPからBCPM
のような転換期に応ずる必要性を迎えたと考
えます。

を持ち対応することが益々重要になります。
指示されなくともデンケンマインドを持っ

て自然と活動が出来ている状態を目指すべく、
製品ライフサイクルに配慮した物つくりや電
気、ガス、燃料、化学物質、紙等の使用を抑え、
3R（Reduce、Reuse、Recycle）の対応を完全
実践して、 Out Put（排出）のCO2削減、
PRTR量削減、排水削減等改善に邁進し、貢
献し、環境活動を通じてデンケンブランドを
裏の競争力として支えられるように揺るぎな
いものとしましょう。

そして先ずは２秒を３秒へ、やがて恐竜を
超える地球時間にすべく人類の存続の為の種
を今から蒔きましょう。
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絶対値の改善こそが今、弊社に求め
られている課題

環境活動を通じて
デンケンブランドを支えられるよう

人類が生き残れない、未来への希望の灯りを消してしまうリスクに
直面させてしまった

我々に身近な電気の供給元の電力の内、発
電電力量の50％以上（18年度末）がLNGを含
む化石燃料である現実があります。

少しでも改善しようと現在植樹など環境活
動を展開していますが、持続可能、持続的成長
で考えると森林認証システム（持続可能な森
林の利用と保護を図ろうとする制度）を踏ま
えて、植樹した木々が成長して認証マークを
付けた状態で産出されるまでのライフサイク
ルを見極めておくことも必要かも知れません。

またCO2ガス排出削減として、RE100活動
の展開が、近い将来弊社で最も有用で主要な
活動と位置付けられるものと思います。

今まで以上に省エネや環境に優しい取組み、
配慮をベースとして１人ひとりが当事者意識

RE100活動の展開が、
近い将来弊社で最も有用で主要な活動

環境推進体制

敷地内に湧く天然温泉。
足湯場を整備し、河川へ流れ込む湯の温度調節をしている。

品質環境監査時の様子
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■報告書対象範囲
報告書対象期間 2019.4.1～2020.3.31
報告書対象事業所
本社（由布市）
高崎工場（由布市）
電子デバイス事業部（杵築市）
ＭＬ事業部杵築工場（杵築市）
ＭＳ事業部（由布市）
ＭＬ事業部八坂工場（杵築市）
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